
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  非上場株の評価 

Ｑ：中小企業庁から非上場株の評価方法に

かかるガイドラインが公表されたそうですが、

どのようなものなのですか？  

 

Ａ：民法特例における固定合意に用いる株

の評価方法がまとめられたものです。 

【解説】 

「中小企業における経営の承継の円滑化に

関する法律」では、事業承継をスムーズに行

えるように、遺留分に算定すべき基礎財産か

ら事業に必要となる株式等を除外する「除外

合意」、株式等の価額を固定することができ

る「固定合意」というものが設けられていま

す。 

「固定合意」というのは、後継者の経営努

力によって株価が上昇した分を遺留分に反映

させないようにできる制度で、遺留分権利者

全員の合意で株式の価額を固定することがで

きるというものです。 

今回、中小企業庁から公表された非上場株

式の評価方法にかかるガイドラインは、この

固定合意における株式の評価方法をまとめた

もので、税理士や公認会計士、弁護士が相当

な株価を算定する際の目安の一つになるもの

とされています。 

内容は、次のようなものです。 

①  ガイドラインの趣旨及び目的 

②  各種評価方法の解説 

③  評価方法の選択に係る留意事項 

④  他の制度における非上場株式の価額との

関係など 

Ｒ Ｅ Ｄ Ａ Ｓ   Ａ
リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ

 

１９９４年 １月 ６日 創 刊 ・毎 日 発 行  

リ ー ダ ァ ス ク ラ ブ Ｆ Ａ Ｘ ニ ュ ー ス  

（２００９年）平成２１年  月曜日  月３  １ 日  ６

発行所 株式会社 
大阪市中央区備後町２－４－６ 
編集発行人：税理士 三輪 厚二  

Tel  ：06-6209-7678

Fax ：06-6209-8145ＦＰシミュレション― 

第 

3 7 1 8  

号  

   

（ ２ - ２ ）  


